
平成30年7月豪雨後からの 
復旧・復興に向けた取り組み。 
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広島市 

大竹市 

廿日市市 

安佐北区 

安佐南区 

佐伯区 

西区 

東区 
安芸区 

安芸区 

呉市 

小田川 
広島市 

安佐北区 

寺条川 
右支 

広島市東区 

大谷川 
広島市東区 

南区 

府中町 

海田町 
中区 

矢口川 
広島市 

安佐北区 

坂町 

熊野町 

総頭川 
安芸郡坂町 

矢野川 
広島市 
安芸区 

大屋大川 
呉市 

大元谷川
広島市 
安芸区 

山王川 
広島市 
安芸区 

※    直轄事業区域 
    直轄砂防災害関連緊急事業着手地区 

直 轄 事 業 区 域 

記 憶 
～平成３０年７月豪雨と復旧への記憶～ 

平成30年7月豪雨において甚大な被災を受けた広
島県内の9地区において、流域内に堆積した不安定

土砂等による二次災害を防ぐため国直轄により緊急
的な砂防工事に着手。 

総頭川下流の河道を埋塞する大量の土砂 

対策イメージ 

○強靱ワイヤーネット工による応急復旧 

【広島市安佐南区口田南】 
ワイヤーネットにより応急対策を実施（平成30年10月完成） 

 

【位置図】 

災害復旧対策出張所の設置 
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記 憶 
～平成３０年７月豪雨と復旧への記憶～ 

■概ね５年間で、平成３０年７月豪雨を安全に流下させるために、集中的に実施する河

川改修事業（いわゆる「激特事業」）等により、小田川合流点付替えを行

うとともに、小田川の掘削・堤防強化等や末政川・高馬川・真谷川の堤防嵩上
げ・堤防強化等を実施。 

■今後、これらのハード対策のほか、平成２８年８月に国、

岡山県、倉敷市などの隣接市町で水防災意識
社会の再構築を目的に立ち上げた｢高梁川水系大規

模氾濫時の減災対策協議会｣において、関係機
関が連携しソフト対策を追加。 

【合流点付替えにより小田川の水位を軽減】 

災害復旧対策出張所 
の設置 
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記 憶 
～平成３０年７月豪雨と復旧への記憶～ 

平成30年7月豪雨による「まちと住まいの復興」に向けた被災
自治体への支援を行うため、「中国地方 復興まちづくり・住ま
いづくり支援チーム」を設置。 

【被災地の状況確認】 
呉市天応地区の被害状況の確認 

【当面の活動内容】 
○復興まちづくり・住まいづくりの被災自治体からの相談窓口。 
○被災状況や自治体のニーズに応じた事業メニューについて、自治体へ助言。 
○復興まちづくり・住まいづくりの計画の策定を検討する自治体に対し助言。 
○必要に応じて被災自治体に伺い、きめ細かくニーズを把握するための 
 意見交換等を実施。 
○国土交通本省・局内関係部署及び関係機関との連携・情報共有 
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